
 

 

 

 

学校だより 12月号(文責：校長) 

 

校内人権週間です（12 月 2 日～6 日） 
 人権とは「人は誰もがその人らしく生きていくことが

できる権利」のことです。 

 本校では「○じぶんも相手も大切に」をスローガンと

し、日頃の取組として、「藤井っ子いじめゼロ作戦」を

掲示し毎朝読み上げたり、毎月「困りごとアンケート」

を実施したりしています。また、いじめ発生の防止に十

分気をつけているところです。 

この強調週間では、「児童一人一人の人権意識を高

め、互いに認め合い励まし合うことのできる温かい関係

を築くとともに、差別解消への実践態度を養う」ことを

ねらいとします。活動として 

① 人権に関する本の読み聞かせや動画の視聴 

② 人権に関連する道徳・学級活動の授業実施 

③ 人権集会と校長講話 

④ 教職員が人権意識を高めるための研修     等 

予定しています。 

ご家庭でも、本校の人権教育について理解を深めてい

ただけますよう、啓発をさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきいきふれあい活動を開催しました。（11 月 13 日） 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

揺籃の藤 

 

 
 

洗心の松 

教育目標：豊かな心で助け合う子供 よく考え進んで学習する子供 健康でたくましい子供       

～洗心の松のように大きく根を張り、揺籃の藤のように美しく、たくましい大木になろう～  

12 月 10 日は、「世界人権デー」です。

第二次世界大戦等の経験から、昭和 23年

（1948年）12月 10日、国連第３回総会（パ

リ）において、「すべての人民とすべての国と

が達成すべき共通の基準」として、「世界人権

宣言」が採択されました。その後、この 12月

10日を「人権デー（Human Rights Day）」と定

め、人権思想の啓発のための行事を実施するよ

うに呼びかけています。 

我が国でも、人権デーを最終日とする１週間

（12月４日から 12月 10日）を「人権週間」と

定め、昭和 24年（1949年）から毎年、全国的

に人権啓発活動を特に強化して行っています。 

 いじめや虐待、性被害等のこどもの人権問

題、インターネット上の人権侵害、障害のある

人や外国人、性的マイノリティ等に対する偏見

や差別、部落差別（同和問題）、ハンセン病問

題といった多様な人権問題が依然として存在し

ています。 
 

「『誰か』のこと じゃない。」 

 本年度の法務省の人権週間のテーマです。自分

が、いつ、被害者に、そして加害者になるかもし

れません。 

 

いじめ、どう解く？ 
 

「死ね」 

「ムカつく」 

「お前ウザい」 

「バカ」 

殴られても 

蹴られてもいないのに、 

 

痛いって感じるのは 

どうしてだろう？ 

 

「答えのない道徳の問題 どう解く？」という本から。 

今年も更生保護

女性会より、花

の球根をいただ

きました。代表

して 1年生が受け

取りました。 

論語朗誦や手話付き

の合唱、ダンスクラブ

のダンス等を発表しま

した。また、肩もみタ

イムを設けて、日頃の

御礼の気持ちを伝えさ

せていただきました。  



 

 

４・5 年生が、みかも自然に家に宿泊学習に行きました。(11 月 14 日～15 日) 
今年度は、初めて、三毳山の新しい施設を利用しました。電車やバスを乗り継ぎ、1 日目は、「ハイキ

ング」に「館内ウォクラリー」、2 日目は名物である「杉板焼き」を体験しました。 

何が心に残ったか、４年生に聞いてみました。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                                   
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「揺籃だより 11 月号」で、名

前に誤りがございました。 

運動会赤組団長は、 

山中春太さんです。 

大変失礼いたしました。 

館内ウォクラリー 

・ウォークラリーがとても楽しかったので、またやっ

てみたいなと思いました。（○○） 

・説明の人もとても面白かったし、クイズをしながら

答えを探すのが楽しかったです。（○○） 

・最初は、とてもドキドキしていましたが、友達と協

力しているうちに楽しくできました。（○○） 

杉板焼き 

・楽しかったのは、杉板焼きです。班で協力して仕上げられたからです。（○○）          

・みんなで協力して、作品を作れたからです。二日間、心や体をきたえさせてもらいました。（○○） 

・火を自分で起こして作ったからです。家の人に「すごいね」と言われてうれしかったです。（○○） 

・うちわであおぐのは疲れたけれど、いろんな形ができて、うれしかったからです。（○○） 

・友達と友情を深め合うことができました。施設の方の説明

が分かりやすくて安心してすごせました。 （○○） 

・心や体をきたえることができました。キャンプネームがあ

ることを初めて知りました。（○○） 

・どの活動も楽しかった。ご飯もおいしく、中でもハヤシラ

イスがおいしかったです。（○○)  

・班で協力してできたことが、一番楽しかったです。二日間

ありがとうございました。 （○○） 

壬生高との

クリーン活

動。そして

4～6 年の調

理実習も復

活です。詳

しくは HP

をご覧くだ

さい。 

洗心の松が、樹齢を重ね、また夏の暑さで、 

弱っています。この松のＤＮＡを残すべく、 

種や接ぎ木で増やせないかと思案中です。 

詳しい方いらっしゃいましたら、アドバ 

イスいただけるとうれしいです。 

壬生中、

職場体験

も復活！ 

みぶっ子心のきらめき表彰 11月 22日、６年

生が、大変凜々しく、立派な態度で賞状とクリス

タルをいただきました。 

 

児童たちは「一泊では物足りない」と言うほど、楽しく

充実した二日間を過ごしてきたようです。大いに自信を

付けた児童たちの、今後ののびのびとした活躍を期待し

たいと思います。             

皆さんお世話になりました。 


